
２０１９年（令和元年）１２月２６日 （木曜日） （２）

　
県
電
気
工
事
業
工
業
組

合
青
年
部
（
平
野
喜
英
部

長
）
は

日
、
県
立
宮
古

工
業
高
等
学
校
（
小
原
貴

人
校
長
）
の
電
気
電
子
科

を
訪
れ
、
電
気
工
事
の
仕

事
に
関
す
る
出
前
授
業
を

実
施
し
た
。
青
年
部
ら
は

電
気
工
事
の
種
類
や
必
要

な
資
格
な
ど
を
話
し
た
ほ

か
、
質
疑
応
答
で
生
徒
の

質
問
に
答
え
た
。
在
学
時

に
目
標
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
も
訴
え
、
先
輩
と
し

て
仕
事
の
や
り
が
い
や
経

験
を
伝
え
た
。

　
当
日
は
青
年
部
９
人
や

宮
古
支
部
会
員
企
業
の
２

人
、
同
校
電
気
電
子
科
の

１
年
生

人
、
２
年
生

人
が
参
加
し
た
。

　
平
野
部
長
は
「
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
電
気
工
事
士

の
資
格
な
ど
に
挑
戦
し
て

い
る
か
と
思
う
。
電
気
工

事
業
界
で
は
国
家
資
格
が

必
要
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

で
、
簡
単
に
置
き
換
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
き

ょ
う
は
、
電
気
工
事
の
ど

の
よ
う
な
所
に
魅
力
が
あ

る
の
か
を
お
伝
え
し
た

い
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、将
来
、

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
け

れ
ば
と
思
う
」と
話
し
た
。

　
授
業
で
は
、
青
年
部
技

能
・
技
術
委
員
会
委
員
長

を
務
め
る
日
興
電
気
㈱
の

岩
舘
光
代
表
取
締
役
社
長

が
講
師
を
務
め
た
。
岩
舘

社
長
は
「
劣
化
し
て
内
部

が
露
出
し
た
電
線
は
、
熱

を
持
ち
発
火
し
て
し
ま

う
。
安
全
に
電
気
を
お
使

い
い
た
だ
く
よ
う
に
働
く

の
が
、
わ
れ
わ
れ
電
気
工

事
業
界
の
仕
事
」
と
し
、

ト
ン
ネ
ル
照
明
工
事
を
は

じ
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
彩
る
た
め
の
間
接
照
明

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、

幅
広
い
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
話
し
た
。

　
同
校
の
卒
業
生
で
、
宮

古
支
部
の
会
員
企
業
で
働

く
２
人
も
参
加
。
東
海
電

業
㈱
の
前
川
真
美
さ
ん
は

「
男
性
と
女
性
で
は
力
や

体
力
の
差
が
あ
る
。
役
に

立
っ
て
い
な
い
の
で
は
と

思
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

回
数
を
こ
な
し
て
頑
張
っ

て
い
る
。
仕
事
で
は
、
あ

り
が
と
う
、
助
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
と
電
気
工
事
士

に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
」、小
山
田
電
業
㈱
の

山
本
大
成
さ
ん
は
「
少
し

ず
つ
仕
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
責
任
を
持
っ
て

施
工
し
て
い
る
。
深
夜
・

早
朝
の
作
業
は
あ
る
が
、

災
害
対
応
な
ど
で
電
気
を

復
旧
さ
せ
た
時
に
は
や
り

が
い
を
感
じ
た
。
人
間
と

し
て
も
成
長
で
き
た
」
と

話
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
学
校
生

活
で
経
験
し
て
お
い
た
方

が
い
い
こ
と
は
あ
る
か
」

「
取
っ
た
方
が
い
い
資
格

は
何
か
」
な
ど
の
質
問
が

出
さ
れ
た
。前
川
さ
ん
は
、

第
一
種
・
第
二
種
電
気
工

事
士
、
施
工
管
理
技
士
の

資
格
の
重
要
性
を
紹
介
。

山
本
さ
ん
は
「
実
習
を
友

人
に
任
せ
っ
き
り
に
し
て

い
た
。
会
社
に
入
り
、
学

校
で
こ
う
い
う
こ
と
を
学

ん
だ
な
と
思
う
こ
と
も
多

く
、
実
習
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
同
校
の
北
田
昌
志
電
気

電
子
科
長
は
「
一
つ
ず
つ

確
実
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
資

格
取
得
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」と
生
徒
を
激
励
し
た
。

　
同
組
合
は
本
年
で
創
立

周
年
を
迎
え
た
。
青
年

部
で
は

周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
工
業
系
高
校
で

の
出
前
授
業
を
企
画
。
来

年
２
〜
３
月
に
は
、
盛
岡

工
業
高
校
、
大
船
渡
東
高

校
、
釜
石
商
工
高
校
、
福

岡
工
業
高
校
で
出
前
授
業

を
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
宮
古
工
高
で
の
県
電
気

工
事
業
工
業
組
合
青
年
部

の
出
前
授
業

最
最
最
最
最
最
最
最
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国
土
交
通
省
は
、
新
技

術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
視
認
性
、
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
２
０
２
０
年
１
月

日
か
ら
全
面
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
。
技
術
の
検

索
画
面
を
改
善
し
て
使
い

勝
手
を
よ
く
す
る
ほ
か
、

新
技
術
の
登
録
申
請
資
料

を
サ
イ
ト
上
で
作
成
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
サ
イ
ト

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
変
わ
ら
な

い
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
、
新
技

術
の
内
容
や
活
用
状
況
、

発
注
者
の
評
価
結
果
な
ど

を
共
有
す
る
サ
イ
ト
で
、

１
９
９
８
年
度
に
国
交
省

内
で
運
用
を
開
始
。

年

度
に
一
般
公
開
を
開
始

し
、

年
度
か
ら
本
格
運

用
し
て
き
た
が
、
機
能
の

拡
張
に
伴
っ
て
サ
イ
ト
が

複
雑
化
し
て
お
り
、今
回
、

ク
ラ
ウ
ド
化
に
合
わ
せ
画

面
な
ど
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
ト
ッ
プ
画
面
の
構
成
を

見
直
し
、
こ
れ
ま
で
複
数

に
分
か
れ
て
い
た
検
索
窓

を
統
一
。
絞
り
込
み
検
索

機
能
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
検
索
結
果
の
画
面
に

お
い
て
は
新
技
術
の
サ
ム

ネ
イ
ル
画
像
を
表
示
す

る
。

　
ま
た
、
新
技
術
を
登
録

す
る
際
の
概
要
説
明
や
、

実
際
に
使
用
し
た
際
の
活

用
効
果
調
査
票
を
作
成
す

る
た
め
の
フ
ォ
ー
ム
を
サ

イ
ト
内
に
追
加
し
た
。

　
こ
の
他
、
東
日
本
大
震

災
を
契
機
と
し
て
、
復
旧

・
復
興
に
活
用
で
き
る
新

技
術
情
報
を
ま
と
め
た

「
震
災
復
旧
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
」

や
、
イ
ン
フ
ラ
点
検
に
活

用
で
き
る
「
維
持
管
理
Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
構
築
し
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
サ

イ
ト
を
統
合
し
た
。

　
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

h
ttp
://w

w
w
.n
etis.

m
lit.g
o.jp
/N
etisR

ev

/N
ew
In
d
ex
.asp

。

　
国
土
交
通
省
は

日
、

２
０
１
９
年
１
級
建
築
士

試
験
の
最
終
合
格
者
を
発

表
。
今
回
は
、
台
風

号

で
設
計
製
図
試
験
の
実
施

を
取
り
や
め
た
会
場
を
除

く
、
全
国

会
場
で
の
受

験
者
の
合
格
発
表
。
設
計

製
図
試
験
の
実
受
験
者
４

２
１
４
人
の
う
ち
合
格
者

は
１
５
４
１
人
で
、
合
格

率
は

・
６
％
だ
っ
た
。

　

年
１
級
建
築
士
試
験

は
、

月

日
に
全
国
一

斉
に
行
う
予
定
だ
っ
た

が
、
台
風

号
の
影
響
で

都
県
で
の
試
験
を
中

止
。
再
試
験
は
８
日
に
行

わ
れ
、

年
２
月
５
日
に

合
格
者
を
発
表
す
る
。

　

月

日
に
行
っ
た
設

計
製
図
試
験
の
全
て
の
受

験
者
に
合
否
を
通
知
。
合

格
者
一
覧
表
は
、
建
築
技

術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
本

部
・
支
部
、
都
道
府
県
建

築
士
会
事
務
所
に
掲
示
。

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

ja
eic.o

r.jp
/

）
に
も
受

験
番
号
を
掲
載
す
る
。

　
◇
佐
々
木
松
次
氏
（
㈱

橋
市
物
産
常
務
取
締
役
）

‖

日

小
笠
原
教
授

松
林
助
教

　
報
告
者
ら
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

最
最
最
最
最
最
最
最

　
総
務
省
は

日
、
第
５

世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

（
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
）
の
導

入
を
推
進
す
る
た
め
「
無

線
局
（
基
幹
的
放
送
局
を

除
く
。
）
の
開
設
の
根
本

的
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
」
の
告
示
を
公

布
、
即
日
施
行
し
、
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
無
線
局
免
許
の

申
請
受
付
を
開
始
し
た
。

改
正
省
令
に
は
情
報
通
信

審
議
会
新
世
代
モ
バ
イ
ル

通
信
シ
ス
テ
ム
委
員
会
が

今
年
６
月
に
ま
と
め
た
技

術
的
条
件
を
踏
ま
え
、
無

線
局
開
局
に
必
要
な
手
続

き
や
無
線
従
事
者
の
資
格

な
ど
を
規
定
し
た
。

　
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
携

帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
全

国
向
け
の
５
Ｇ
サ
ー
ビ
ス

と
は
別
に
、
地
域
の
企
業

や
自
治
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
が
自
ら
の
建
物
や

敷
地
内
で
、
ス
ポ
ッ
ト
的

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
新
し
い
仕
組
み
。

　
５
Ｇ
を
導
入
す
る
主
体

は
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
当
初
、
４
Ｇ
の
イ
ン
フ

ラ
を
使
う
無
線
ア
ク
セ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）

に
よ
る
ア
ン
カ
ー
の
構
築

が
必
要
と
な
り
、
地
域
広

帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス

シ
ス
テ
ム（
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
）

の
帯
域
を
使
用
し
た
４
Ｇ

に
よ
る
通
信
シ
ス
テ
ム

（
自
営
等
Ｂ
Ｗ
Ａ
）
を
自

ら
構
築
す
る
か
、
携
帯
電

話
事
業
者
か
、
地
域
Ｂ
Ｗ

Ａ
事
業
者
が
構
築
し
た
４

Ｇ
網
を
使
用
す
る
か
、
選

択
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
同
省
は
、
地

域
の
企
業
や
自
治
体
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
を
地
域
の
ニ
ー

ズ
や
多
様
な
産
業
分
野
の

個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔

軟
に
構
築
、
利
用
で
き
る

よ
う
、
情
報
通
信
審
議
会

新
世
代
モ
バ
イ
ル
通
信
シ

ス
テ
ム
委
員
会
が
今
年
６

月
に
ま
と
め
た
技
術
的
条

件
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計

を
検
討
。
高
市
早
苗
総
務

相
か
ら
関
係
省
令
案
を
諮

問
さ
れ
た
電
波
監
理
審
議

会
（
会
長
、
吉
田
進
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
は

月

日
、「
原
案
の
通
り
と
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」

旨
の
答
申
を
行
っ
て
い

た
。

　
県
建
設
業
協
会
遠
野
支

部
青
年
部
（
菊
池
雅
明
部

会
長
）
会
員
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る
遠
野

か
っ
ぱ
工
事
隊（
同
隊
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
遠
野
市
六

日
町
の
神
明
保
育
園
（
三

浦
国
子
園
長
）
を
訪
問
。

同
園
の
誕
生
会
行
事
に
参

加
し
、
約

人
の
園
児
ら

と
交
流
を
深
め
た
。

　
同
日
は
、
隊
員
ら

人

が
参
加
。
誕
生
会
の
行
事

を
実
施
中
に
、
隊
員
と
ス

コ
ッ
パ
が
突
然
訪
れ
る

と
、
園
児
ら
は
驚
き
の
声

を
上
げ
て
い
た
。
園
児
ら

は
ス
コ
ッ
パ
に
、「
ど
ん
な

お
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
」「
好
き
な
食
べ
物
は
」

な
ど
を
質
問
し
、
隊
員
ら

が
答
え
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
園
児
と
隊
員

ら
に
よ
る
綱
引
き
も
実

施
。
そ
の
後
、
隊
員
ら
か

ら
菓
子
の
入
っ
た
袋
が
手

渡
さ
れ
る
と
、
う
れ
し
そ

う
に
受
け
取
っ
て
い
た
。

　
園
児
ら
か
ら
は
「
来
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
ま

た
来
て
ね
」
な
ど
の
言
葉

が
送
ら
れ
た
。

　
三
浦
園
長
は
、
初
め
て

の
訪
問
に
感
謝
し
、「
園
児

ら
は
、
隊
員
や
ス
コ
ッ
パ

と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

た
。
園
児
ら
に
と
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
た
の
で

は
」
と
話
し
て
い
る
。

　
菊
池
隊
長
は
「
昨
年
に

続
き
、
誕
生
会
の
行
事
に

参
加
し
、
園
児
ら
と
楽
し

く
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
、
ス
コ
ッ
パ

と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
建
設
業
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
遠
野
か
っ
ぱ
工
事
隊

は
、
建
設
業
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

の
幼
稚
園
や
保
育
園
を
訪

れ
、交
流
を
深
め
て
い
る
。

来
年
１
・
２
月
に
宮
守
保

育
園
を
訪
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

　
岩
手
大
学
地
域
防
災
研

究
セ
ン
タ
ー
（
越
谷
信
セ

ン
タ
ー
長
）
は

日
、
岩

手
大
学
銀
河
ホ
ー
ル
で

「
２
０
１
９
年
（
令
和
元

年
）
台
風

号
災
害
に
関

す
る
緊
急
調
査
報
告
会
」

を
開
い
た
。
台
風

号
に

よ
り
発
生
し
た
土
砂
災
害

や
内
水
氾
濫
の
特
性
、
避

難
行
動
に
お
け
る
課
題
な

ど
、
同
セ
ン
タ
ー
所
属
教

員
ら
に
よ
る
最
新
の
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
農
学
部
の
井
良
沢
道
也

教
授
は
、
砂
防
学
会
東
北

支
部
調
査
団
に
よ
る
、
宮

古
市
、
山
田
町
、
釜
石
市

に
お
け
る
調
査
結
果
を
報

告
。
台
風

号
に
よ
る
県

内
最
大
級
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
た
宮
古
市
白
浜
の

特
徴
と
し
て
「
幅
が
広
い

谷
地
形
で
あ
り
、
過
去
に

何
度
も
土
石
流
が
流
下
し

た
可
能
性
が
あ
る
」
と
指

摘
し
た
。

　
井
良
沢
教
授
は
、
暗
渠

な
ど
の
狭
窄
部
に
流
木
や

土
石
流
が
堆
積
し
て
洪
水

が
発
生
し
た
事
例
を
本
県

に
お
け
る
内
水
氾
濫
の
特

性
に
挙
げ
て
「
岩
手
型
内

水
氾
濫
」
（
仮
称
）
と
定

義
。
住
民
に
対
し
て
土
砂

災
害
の
危
険
性
を
周
知
す

る
際
、「
山
津
波
」
の
表
現

を
用
い
る
こ
と
の
有
効
性

も
説
い
た
。

　
理
工
学
部
の
小
笠
原
敏

記
教
授
は
、
山
田
町
田
の

浜
地
区
に
お
け
る
被
害
の

状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
解
説
し
、
短
時
間
の

集
中
豪
雨
、
流
木
を
含
む

大
量
の
土
砂
流
出
、
暗
渠

部
分
へ
の
土
砂
流
入
、
緑

地
公
園
の
盛
土
な
ど
を
主

な
浸
水
被
害
の
要
因
に
提

示
。
三
陸
地
域
に
お
け
る

治
山
・
治
水
対
策
に
つ
い

て
、
可
能
な
限
り
ハ
ー
ド

対
策
で
取
り
組
む
べ
き
と

し
た
上
で
「
恒
久
的
な
住

居
移
転
も
対
策
の
一
つ
。

ハ
ー
ド
へ
の
投
資
と
移
転

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、

住
民
が
リ
ス
ク
を
認
識
す

る
こ
と
が
重
要
」
と
問
題

提
起
し
た
。

　
理
工
学
部
の
松
林
由
里

子
助
教
は
、
洋
野
町
と
久

慈
市
で
の
浸
水
被
害
の
特

性
に
つ
い
て
調
査
し
た
内

容
を
報
告
。「
沢
か
ら
流
出

し
た
土
砂
が
暗
渠
や
水
路

に
詰
ま
り
、
そ
こ
か
ら
水

が
あ
ふ
れ
出
る
被
害
の
形

が
多
い
」
と
し
て
、
河
川

と
山
の
間
に
集
落
や
道
路

が
あ
り
、
道
路
下
を
通
る

暗
渠
が
閉
塞
し
て
い
る
事

例
な
ど
を
示
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
報
告
者

ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

森
林
環
境
の
変
化
が
土
砂

災
害
に
及
ぼ
す
影
響
、
抜

本
的
な
治
山
・
治
水
対
策

に
向
け
た
課
題
、
避
難
行

動
に
お
け
る
課
題
点
な
ど

に
つ
い
て
、
幅
広
く
意
見

交
換
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
越
野
修

三
客
員
教
授
は
、
用
語
が

理
解
で
き
ず
に
避
難
行
動

が
起
こ
せ
な
い
人
が
い
る

こ
と
や
、
自
助
と
共
助
に

お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
不
在

な
ど
を
問
題
点
と
し
て
挙

げ
て
「
防
災
・
危
機
管
理

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
、
防
災
士
な
ど
を

活
用
す
る
仕
組
み
が
な

い
。
積
極
的
に
地
域
に
入

り
、
住
民
と
と
も
に
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
提
唱
。
井
良

沢
教
授
は
、
住
民
主
体
で

つ
く
っ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
活
用
さ
れ
な
か
っ
た

事
例
を
挙
げ
「
住
民
の
避

難
は
難
し
い
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
自
治
体
や
自
主

防
災
組
織
と
と
も
に
住
民

の
避
難
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
」
と

問
題
提
起
し
た
。


